
公共工事等における新技術活用システム(NETIS) 
● 有用な新技術を積極的な活用を推進することで、公共工事のコスト縮減や品質向上を図り、新技術

の更なる改善が促進されるための仕組みとして 新技術活用システムを構築（平成１３年度より）
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の更なる改善が促進されるための仕組みとして、新技術活用システムを構築（平成１３年度より）。

● これは、民間等により開発された新技術を、新技術情報提供システム（NETIS）にて共有・広く提供す
るとともに、公共工事等において積極的に活用・評価し、技術開発を促進していくためのシステム。 
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「有用な新技術」に  
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技術のスパイラルアップ 

新技術新技術活用の活用のインセンティブ：インセンティブ： 工事発注時の工事発注時の 総合評価総合評価方式での加点方式での加点
                                        工事成績評定工事成績評定でのでの加点加点  

21 


